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　アオーレ長岡は本日、待望のオープンの日を迎えました。
　いつの時代も市民が集い、長岡の「顔」であったこの地に、長岡の伝統である市民協働・市民交流の拠点が、
装いも新たに誕生しました。
　屋根付き広場「ナカドマ」を中心に、アリーナ、市民交流スペース、市役所、議会などの機能が渾然一体に溶
け合う、全く新しいコンセプトを形にした公共建築・アオーレ長岡は、市民の創造性を刺激する、かつてないコ
ミュニケーション空間です。
　限りない可能性を秘めたこの空間を、市民が楽しみながら自由な発想で使いこなしていくことによって、ア
オーレ長岡は限りなく成長していくことでしょう。
　さまざまな人々が立場を超えて交流し、絆を強めていくことで、合併した長岡市の一体感はよりいっそう深ま
ります。アオーレ長岡が心のよりどころとしていつまでも愛され、市民の誇りであり続けることを確信しており
ます。
　皆さん、アオーレ長岡は未来に向かって、今日から歩み始めます。皆さんの知恵と行動力とで、大きく育てて
いきましょう。

平成24年4月1日　　　長岡市長

旧厚生会館のフローリング再利用

小国和紙（ホワイエ）

栃尾紬（総合窓口）

旧厚生会館の緞帳再利用

まちなかに溶け込む市役所

協働・交流の拠点

長 岡 の 顔

ハ レ の 場

合 併 の 象 徴

「アオーレ長岡」は、木の質感を生かしたデザインが特徴的です。
設計者の隈研吾さんは「木そのものが持つ良さを感じてほしい」と木にこだわり、内装外装ともに木
製のパネルは地場産の杉の間伐材を使用しました。家具や壁紙には、市内で生産している栃尾紬や
小国和紙を取り入れるなど、暮らしの温もりを大切にしています。また、アリーナ内の木パネルに
は、旧厚生会館の緞帳（どんちょう）やフローリング材を再利用しています。

27 万市民の心のよりどころ



アオーレ長岡の施設紹介
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市内8つの障害者施設と高等総合支援学校が
連携し、日替わりで運営しています。
営業時間は、平日お昼時。

誰もが気軽に立ち寄り、憩い集うことができる24時間
開放のスペースです。
移動販売車や屋台などの出店も可能です。

1F
ナカドマ
アリーナ
市民活動スペース
3階回遊テラス
市役所（行政・議会）
駐車場
バックヤード

トイレ
多目的トイレ
搾乳室
エレベーター
エスカレーター
喫煙所

■凡例



アオーレ長岡の施設紹介

B会議室
A会議室

C会議室

大手スカイデッキ

市役所

市役所
市民交流ホールB・C

市役所

市役所

地下駐車場
駐車台数:103台

傍聴席

議会関係諸室
面 積

天 井 高

床仕上げ

設 備

主な備品

約2,250㎡

5.8m～16.0m

強度／11t車対応(積載後荷重25t)、色調／土間調、性能／排水性舗装

仮設ステージ一式、長机、折りたたみ椅子、展示パネル、高所作業台

キャットウォーク、吊フック(35ケ所：1ケ所1t)、ヒューズコック(9ケ所×5口)、散水
栓(4ケ所)、集水桝(7ケ所)、都市ガス・プロパンガス(消費可能な熱量の計算
は30万Kcal以下)、CATV・LAN設備取出口、イベント電源盤(2ケ所)、ビデオ
カメラ中継用接続口、音響設備(ポータブルPAシステム一式)

■ナカドマ

面 積

観 客 席

床仕上げ

搬 入 口

天 井 高

照 明

放 送
舞 台
音 響

設 備

付帯施設

主な備品

使用用途

スポーツ
利 用

2,123㎡(有効60m×34m)

素材／長尺塩ビシート、鋼性乾式二重床、床荷重／5t/㎡以下

12.5m

天井スピーカー25台　スタンド席用スピーカー36台

電動昇降式道具バトン2台　照明用バトン3台
音響調整卓(移動式)、ワイヤレスマイクシステム一式

多目的室3室、会議室3室、更衣室2室、控室4室、技術室1室

仮設ステージ一式、長机、折りたたみ椅子、展示パネル

メイン照明／高輝度放電灯(メタルハライド)・LED灯平均照度2,200
ルクス、可動スポットライト一式、照明操作卓

バスケットボール、格闘技などスポーツイベント、コンサート、ライブ、
ステージショー、展示会、大型見本市、式典や大規模集会、セミナーほか

バスケットボール3面、バレーボール4面、テニス3面、バドミント
ン14面、卓球台16台、フットサル1面

2階…955席　3階…1,217席　1階ロールバック席…780席
可動席…770席

南側搬入口(幅6.2m×高さ4.0m)、ナカドマ大開口部(幅18.5m×
高さ4.7m)から搬入可能(養生敷き必要)

キャットウォーク、吊フック(75ケ所／1ケ所2t)、フロア四隅壁面
に電源、通信、CATV、給排水ピット設置(LAN設備、給水接続継
手、排水目皿)、プロパンガス4ケ所、都市ガス2ケ所

■アリーナ

面 積

天 井 高

床仕上げ

壁仕上げ

搬 入 口

音 響

舞 台

照 明

設備・備品

付帯施設

314㎡

4.8m

フローリング

吸音ボード

幅3m、高さ2.4m

音響調整卓(ワイヤレスマイクシステム一式、BDデッキ、映写装置)

ホリゾント幕兼スクリーン、照明バトン、電動道具バトン

アッパーホリゾントライト、フロントサイドスポットライト、ピンスポットライト

楽屋2室、楽屋トイレ

電動可動席(153席)、仮設ステージ一式、グランドピアノ、展示パ
ネル、プロジェクター、長机、スタッキングチェア、講演台

■市民交流ホールA

面 積

天 井 高

床仕上げ

主な備品

2.7m

ホールB・C…フローリング　ホールD…カーペット

ホールB…210㎡　ホールC…162㎡　ホールD…110㎡
※B・Cは移動間仕切りの収納により一体利用可

長机、椅子、プロジェクター、スクリーン、展示パネル、キャス
ター付スポーツミラー、演台、音響設備一式、畳

■市民交流ホールB・C・D

座 席 数

スクリーン

音 響

49席(段床形式・スタッキングチェア含む)、車椅子スペースあり

240インチ(約5.3m×3.0m)

5.1chサラウンド

■シアター

鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造

地上4階、地下1階
(最高高さ 21.4m)

35,485.08㎡
東棟：9,861.09㎡
西棟：6,135.04㎡
アリーナ：7,734.43㎡
ナカドマ、外構等：7,000.03㎡
駐車場：4,648.98㎡
駐輪場：105.53㎡

14,938.81㎡

12,066.08㎡

構 造

規 模

敷地面積

建築面積

延床面積

※四捨五入の関係上、床面積の合計は延べ床面積と合いません。

■施設諸元

4F

3F
2F

B1

ロビー

中央監視室
駐車場
入　口

駐車場
出　口

多目的室

緑化テラス

市民利用スペースの受付・予約・案内は、ア
オーレ長岡を運営するNPO法人ながおか未来
創造ネットワークが行います。

ランチタイムにはリコーダーなどのミニ
コンサートが行われることもあり、和や
かな時が流れています。



省CO2技術の導入による環境配慮 市役所移転の背景とまちなか配置



ルールを作らない自由度の高い運営
「安く、長く、自由に、飲食も、販売も」市民目線での運営

NPO法人ながおか未来創造
ネットワーク（CINA）

NPO法人市民協働ネットワーク
（協働ネット）

独自事業
相談業務・活動支援
情報コミュニケーション事業
ファンドレイジング事業
人材ネットワーク事業
プレイガイド業務

独自事業
自主企画イベント実施
ナカドマの雰囲気づくり
イベントの開催支援・相談
中心市街地活性化
施設の貸館事業

広報・PR
団体の事務局支援

共通事業



シアター

「長岡まつり大花火大会」は、毎年、8月2日・3日に開催。
大河・信濃川を舞台に約2万発の花火が打ち上げられます。

　長岡は、1868年の5月と7月、戊辰戦争によって、城と町は

消失、犠牲者も多く出しました。そんななかから、人材育成を目

指す「米百俵の精神」と、士民が協力して町を復興しようとする

「不死鳥の精神」が生まれます。

　日本の近代化に貢献した宝田石油会社から長岡市に寄付

された宝田公園は、市民のための都市公園となりました。そのな

かに、市民の文化の殿堂である公会堂が建ち、新しいシンボル

となり、後に公会堂は厚生会館へと建てかえられ、市民の体育・

産業・文化の興隆に役立ちました。この場所は、長岡の激動の

市民史を記憶しているところといえます。

　2012年4月、市民協働の拠点シティホールプラザ「アオーレ

長岡」が誕生し、市民の交流と時代の駅となって、長岡の未来

につなぎます。

1868(慶応 4)年　戊辰戦争で町を焼く

1870(明治 3)年　米百俵の故事が起こる

1921(大正10)年　宝田公園ができる

1926(大正15)年　長岡市公会堂ができる

1945(昭和20)年　長岡空襲をうける

1958(昭和33)年　厚生会館ができる

2004(平成16)年　新潟県中越大震災

2012(平成24)年　アオーレ長岡誕生



アオーレ長岡について語る バスケによる市民協働のまちづくりを展開！

ホームページ フェイスブック ガイドブック

アオーレ長岡の詳しい情報はこちら

ⓒTamotsu FujiiphotoⓒJ.C.Carbonne

　平成28年９月、新たに開幕した男子プロバスケット
ボールリーグ「Bリーグ」。新潟アルビレックスBBはア
オーレ長岡をホームアリーナとして、１部参入を果たし、長
岡市をホームタウンとする初めてのプロチームが誕生しま
した。

　平成28年９月13日、長岡市、株式会社新潟プロバス
ケットボール、長岡地区NIIGATA ALBIREX後援会、公
益財団法人長岡市スポーツ協会の４者が、包括連携協定
を締結し、「バスケットボールを核としたスポーツによる
市民協働のまちづくり」を目指します。

アオーレ長岡が
ホームアリーナに

■ バスケによるまちづくり

バスケによる市民協働の
まちづくり包括連携協定を締結

　長岡市は、ホームアリーナに選ばれたことを契機として
「バスケによるまちづくり」を進めています。
　バスケの魅力を発信するためのガイドブック「バスケ
の楽しみ方」の発行や、アオーレ長岡や大手通周辺に施
した「アルビレックスBBの装飾」、バスケを身近なスポー
ツとして感じてもらうため、市民防災公園に「3×3（ス
リーバイスリー）」バスケットコートを設置しています。
　また、長岡市教育委員会が推進する教育施策「熱中！
感動！夢づくり教育」の一環として、新潟アルビレックス
BBの選手が市内小・中学校に出向き、子どもたちとの交
流を通じて、夢に向かって努力することの大切さや、地元
長岡への愛着や誇りを育む「ながおか夢授業」を実施し
ています。また、新潟アルビレックスBBの選手は、市内
小学校で登校時に実施している「朝のあいさつ運動」に
も参加しています。
　長岡市はこれらの活動を通じ、新潟アルビレックス
BB×市民×企業×行政が一体となった「オール長岡」体
制で、市域全体の機運醸成や活性化、プロモーション、そ
して子どもたちの夢を応援しています。
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